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1. まず最初に
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性的マイノリティ ➡➡➡

性的マイノリティ以外 ➡➡

LGBT ≠ 全ての「性的要素における少数者」

性的要素における少数者

性的要素における多数者



1. まず最初に

「差別禁止で、差別がなくなった国がありますか？」
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出典：CNN



1. まず最初に

東京都オリンピック憲章にうたわれる人権尊重の理念の実現を目指す条例

（平成30年東京都条例第93号。平成30年10月15日公布）
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1. まず最初に
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• 措置要求を都
人事委員会が却下

「実際に休暇制度など
の利用が申請されてお
らず、規則の改正を伴
う立法的な措置は制度
上、予定されていない
と判断した」

出典：毎日新聞



1. まず最初に

女子大へのトランス女性入学
性自認が男性に変わっても、退学
させない

• トイレ、更衣室、風呂

• 伊勢志摩のホテル、旅館は？

• 極端な解釈が出来てしまう
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出典：毎日新聞



2. 当会の主張
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• 日本は法治国家である

法律が出来て初めて条例が出来る

LGBTの新法の成立

• 三重県が国より先に差別を定義するのか

• 差別の定義は国が行うべきもの

差別の定義が自治体によって変わる可能性



2. 当会の主張

• 考えるべきは「差別のない社会」を創ること

• 理解の一致が出来れば、“差別” は解消する

• 性的要素における少数者の理解が十分ではない状況において、
罰則も被害者救済も “時期尚早“
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2. 当会の主張

• そもそも、規制は少ないほうが良い

• 既存の条例に「性的要素における少数者」を加える

• 口先で謝罪させることは、真の相互理解とは言えない
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2. 当会の主張

「なぜ、男子トイレ、女子トイレの区分があるのですか？」

女子トイレは、女子が入るところという意見の一致があるから

LGBTとはどういうものなのか、意見の一致はありますか？

人権とは普遍的なもの。それ故に、意見の一致が大前提になる
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2. 当会の主張

•相互理解と寛容：高齢者と地方の問題

「LGBTって何か、分かりますか？」

おじいちゃん、おばあちゃんは、ご存知ですか？

「ご近所にLGBTはいますか？」

どこにでもいるという認識がありますか？
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2. 当会の主張

• 同和問題、男女格差、在日外国人問題、性犯罪被害者

「それはダメだよね」という意見の一致がある

• 理解も足りないのに、差別を禁止するのか

• 訳の分からない物の為に、行動が制限制限されるのか
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2. 当会の主張

神奈川県川崎市

「川崎市差別のない人権尊重のまちづくり条例」

• “差別的言動” の事例が、明確でない

• 取り締まりをやり過ぎれば言葉狩りになる

• 「川崎市に住むのは、リスクがありそう」
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3. カミングアウトについて

• ほとんどの人はカミングアウトしない

• 地方では、自分の生活圏における、大きな問題

• カミングアウト不要の真に自由で平等な社会が理想
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• 第三者による意図しない暴露は全て「悪」か

• 人間関係・信頼関係によるところが大きい

• 「カミングアウトされない権利」も保証が必要

4. アウティングについて
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5. 問題の本質は何か
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• 殆どの問題は、自己認識と他人からどう思われているかの
ギャップからくる、「居心地の悪さ」

• なよっとしているから、「おかま！」といじめられる

• 女性に見えないから、「気持ち悪い！」と避けられる

• 「そんな人もいるよね」という理解の一致への転換



5. 問題の本質は何か

• 「対立」は単純なものではない

• 「性的要素における少数者」に限ったものかどうか

• 新しいシステムやルールを作らずとも、解消できないか
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当事者外
⇔当事者

当事者
⇔当事者

LGBT運動家
⇔当事者



5-1. 問題の本質は何か LGBT運動

• 多様性を訴えつつ、排他的で寛容さを失ったLGBT運動
LGBTQ+自体が、差別的

• LGBT運動家やその支持・協力者からの当事者への攻撃

• LGBTへの許容度の低下
出典：The Post Millennial / This is the reason why LGBT acceptance is declining
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5-1. 問題の本質は何か LGBT運動

映画「バイバイ、ヴァンプ！」騒動
映画関係者にも当事者がおり制作にも参加。
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60秒の予告編を見て、
差別映画と断定

上映禁止の署名活動
開始

国会議員が表現規制
にまで言及

映画館、協力団体、
協力自治体への抗議

運動終了後に、映倫、
監督と話し合い

その後、放置

映画関係者は一方的な批判を受け、反論や説明の機会を与え
られず、名誉を傷つけられたまま



5-1. 問題の本質は何か LGBT運動

意見の異なる当事者への攻撃
Twitterアカウントを削除するまで長期間、執拗に攻撃
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落ち度のある
ツイートを問題提起

過去のツイートを
遡り同様に問題提起

複数のアカウントが
長期間、執拗に攻撃

対象者を糾弾する
サイトを立ち上げ

対象者の住所、
勤務先を調査

危険を感じた当事者
がアカウント閉鎖

多様性を標榜しながら、差別の名の下に、自分達の気に入ら
ない者を徹底的に攻撃する姿勢を、当事者は決して認めない



5-2. 問題の本質は何か LGBT運動
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5-2. 問題の本質は何か 政治家

政治家の不適切発言とされた代表ケース

2018年7月18日 杉田水脈衆議院議員 「新潮45」論考

2019年9月11日 上田勇作鹿児島市議 本会議代表質問

2020年9月25日 白石正輝足立区議 委員会一般質問
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5-1. 問題の本質は何か 政治家

白石正輝足立区議への攻撃
「LGBTへの問題発言は許さない！」から「自由民主党の問題だ！」への変遷
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LGBT運動家が
Twitterで問題提起

LGBT運動家が
ネット記事掲載

署名活動が
同時期にスタート

支持・協力者が
加わって活動過激化

TVインタビューの
発言も問題視

街宣活動
「議員辞職するまで

続けるぞ」

LGBTへの不適切発言についての抗議が、白石議員を辞職させ
ることに躍起になり、自由民主党の責任追及に変化。



5-2. 差別・偏見の現状 政治家

「LGBTに対する不適切な発言、対応だ！LGBTのために声を
上げよう」

「他者について偏見にまみれ、多様性に不寛容な政治家に怒りを
感じる人たちの闘いだ！」

「LGBTは、関係ないから、引っ込んでろ」
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• LGBTへの不適切な発言が、議員辞職するレベルのものなのか、
建設的な議論（鵜呑みにするのではない）を何よりも先に行う

• 認識を改めるべきものは改め、謝罪するべきものは謝罪する

• 再チャンスを与える必要性

➡➡ 世代、価値観、時代背景、生活環境等、お互いに理解し
合う姿勢を失ってはいけない

5-2. 差別・偏見の現状 政治家

2020/10/14 差別解消を目指す条例検討調査特別委員会 26



5-3. 問題の本質は何か

社会全体、家族、教育、職場、医療

• 行政が関係する組織、事業者、個人等と協力し、理解増進と
合わせ、環境整備をセットで進めることにより解決出来ないか

• 新たに何かを設けるのではなく、既存の組織やルールで対応
出来るものは活用する
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5-4. 問題の本質は何か コロナ禍

• カミングアウトしていない人のセクシャリティが、予期せぬ
ことでアウティングされる可能性：職場、病院、コミュニティ

• 医療リソースが新型コロナウイルス対策に充てられ、性別適合
手術が遅れる可能性

• 追跡アプリが普及しない

➡➡ 「性的要素における少数者」だけの問題か？
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6. 三重県に出来ることは何か

• それは「性的要素における少数者固有の問題か」と問いかける

• 全体に共通の問題と、個人レベルの問題を分ける

LGB と T の問題を分けるとより効果的、効率的な対応が可能に

• 既存の制度や組織で対応できるものは活用する

2020/10/14 差別解消を目指す条例検討調査特別委員会 29



6. 三重県に出来ることは何か
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三重県 県内各市町
県民・事業者・
教育関係者

• 方向性の提示、共通課題の共有、理想の社会実現

• 個別案件への対応

• 県民・事業者・教育関係者のサポート



6. 三重県に出来ることは何か

同性カップルの関係性を「婚姻相当に認める」制度

パートナーシップ制度がないと実現出来ないものは何か

特別養子縁組制度でも家族（親子）になれる
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総人口の3割超（約4,025万人）が住む自治体で、1,000組超が認定（岩手日報、共同通信）

40,250,000 3,582,250 1,791,125 1,000超

人口の8.9% カップル数 認定割合 0.06%



6. 三重県に出来ることは何か
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LGBTトイレ

• 強制的にカミングアウトさせられ
るような施設

• 性的要素における少数者の為に
「だれでもトイレ」を設置するの
ではなく、「誰もが安心、快適に
トイレを使用できるようにする」

このピクトグラム自体、偏見を表わしている
出典：NIKKEI STYLE



6. 三重県に出来ることは何か

ジェンダーフリー制服

• 制服の男女差をなくす理由に、
性的要素を上げるのは差別や
偏見を生む

• 「男らしさ」「女らしさ」を
否定できない

• 選択肢を増やし「生徒に選ば
せる」機会を用意する
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出典：エールフランス航空



7. まとめ

• まずは「理解増進」「相互理解と寛容」

• 既存のシステムやルールをアップデート

• 最終手段として「差別禁止」「被害者救済」
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理解増進
相互理解と寛容

システム・
ルールの刷新

差別のない社会

差別禁止



三重県の取り組みを応援しております。

2020/10/14 差別解消を目指す条例検討調査特別委員会 35


